
公認内部監査人(CIA)
Part I／第6回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。









内部統制文書化の３点セット

３点セット：
各部門が作成し、内部監査人が有効性を評価する





Key Point :

Yes/No Questions, 内部監査部門が作成

原則: 予備調査の段階で行う

例外: 現場作業の段階で行う









業務記述書(ナラティブ)

社内の各業務プロセスの一連の流れを、

文章によって表現したもの。

利点： プロセスの流れがすべて分かる

欠点： 情報過多

Key Point



一連の業務の流れを視覚的に示したもの

利点： ビジュアライズ化されているため分かり易い

欠点： ITシステムを多用すると作成が困難

Key Point



前提： 時間が縦に流れることを優先した表現



前提： 部門別の職務分掌を優先した表現



・ 不適切な職務分離を明確に示す

Key Point







RCM

想定されるリスク、対応するIC活動、

ICの種類等を一覧表にしたもの













リスクマップ

リスクを２つの評価軸で評価した結果を、

視覚的に確認するためのツール



25リスクマップ

影

響

度

発生可能性

回避

保有

移転

低減



本日の論点

◆ ISO 31000

◆ RMに用いるツール

Chapter 6

◎ 1, 3, 7, 8, 

9, 12

◆ 事業継続リスクのマネジメント

◆ 内部監査部門のリスク



A: 財務数値の項目でしか作成できない

B: 発生可能性と影響額のどちらが重要かの観点に

欠けることがある

C: リスクマップがないとできない

D: 定性的評価ではできない

Key Point

ヒートマップの限界はなにか？
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